
オ
ロ
カ
と
オ
ロ
ソ
カ
（
そ
の
四
）

我

妻

多
賀
子

　
こ
れ
ま
で
、
小
誌
に
、
過
去
三
回
に
わ
た
っ
て
、
論
述
を
し
て

来
た
「
オ
ロ
カ
と
オ
ロ
ソ
カ
」
の
（
そ
の
一
）
の
と
こ
ろ
で
も
、

す
で
に
述
べ
た
が
、
形
容
動
詞
の
オ
ロ
カ
は
、
現
在
、
左
の
よ
う

に
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
。

オ
ロ
カ
は
、
　
「
知
恵
が
足
り
な
い
、
理
解
力
が
不
足
し
て
い
る
」

と
い
う
「
愚
」
の
意
味
で
、
日
常
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉

で
あ
る
と
い
え
る
。

　
一
方
、
オ
ロ
ソ
カ
の
方
は

こ
ん
な
失
敗
を
す
る
な
ん
て
な
ん
と
オ
ロ
カ
だ
ろ
う
。

あ
の
当
時
は
自
分
は
と
て
も
オ
ロ
カ
だ
っ
た
。

A
君
が
オ
ロ
カ
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。

怠
け
て
ば
か
り
い
る
と
オ
ロ
カ
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

そ
の
考
え
は
オ
ロ
カ
だ
。

オ
ロ
カ
な
真
似
は
よ
せ
。

彼
の
仏
道
修
業
が
オ
ロ
ソ
カ
だ
ろ
う
と
は
思
わ
な
い
。

式
の
準
備
が
オ
ロ
ソ
カ
だ
っ
た
。

君
の
や
り
方
は
オ
ロ
ソ
カ
で
困
る
。

命
を
オ
ロ
ソ
カ
に
し
て
は
い
け
な
い
。

仕
事
が
オ
ロ
ソ
カ
な
の
は
皆
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。

勉
強
が
オ
ロ
ソ
カ
な
ら
ば
将
来
に
影
響
す
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
右
の
六
つ
の
例
文
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
代
語
の

な
ど
の
よ
う
に
、
「
い
い
加
減
だ
、
ぞ
ん
ざ
い
だ
、
疎
略
だ
」
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を
表
す
「
疎
」
の
意
味
で
、
こ
れ
ま
た
日
常
語
と
し
て
よ
く
使
わ

れ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
現
在
で
は
、
オ
ロ
カ
（
愚
）
と
オ
ロ
ソ
カ
（
疎
）

と
の
間
に
、
載
然
と
し
た
意
味
の
使
い
分
け
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
古
文
を
読
ん
で
い
る
と
、
オ
ロ
カ
（
愚
）

を
オ
ロ
ソ
カ
（
疎
）
の
意
味
で
用
い
て
い
る
文
に
遭
遇
す
る
こ
と

が
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
必
然
的
に
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
、

湧
い
て
く
る
。

o
オ
ロ
カ
は
「
愚
」
の
意
味
を
表
す
時
と
「
疎
」
の
意
味
の
時

と
で
、
何
か
使
い
分
け
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

o
中
世
ま
で
オ
ロ
カ
は
「
疎
」
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
て
い
た

と
い
う
が
、
実
際
の
文
献
で
見
る
と
、
ど
の
辺
ま
で
の
こ
と

に
な
る
の
か
。

o
中
世
以
降
に
な
る
と
、
オ
ロ
カ
は
「
愚
」
の
意
味
だ
け
に
な

　
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

o
オ
ロ
ソ
カ
に
は
「
疎
」
の
意
味
だ
け
で
、
　
「
愚
」
の
意
は
全

く
含
ま
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

右
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
疑
問
点
を
解
き
明
か
す
べ
く
、
今
ま

で
、
大
き
く
左
の
四
つ
の
章
に
分
け
て
、
そ
の
研
究
結
果
を
述
べ

て
来
た
。

一二三四

は
じ
め
に

オ
ロ
カ
の
通
時
的
考
察
　
　
（
上
代
～
中
古
）

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
（
中
世
以
降
）

オ
ロ
ソ
カ
の
通
時
的
考
察
（
上
代
～
近
世
）

　
そ
こ
で
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
い
よ
い
よ
ま
と
め
る
こ

と
に
し
、
形
容
動
詞
オ
ロ
カ
と
オ
ロ
ソ
カ
の
比
較
考
察
を
行
っ
て

み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
以
下
、
右
に
続
け
る
形
で
、
左
の
よ
う
な
新
た
な
章
を
設
け
て
、

な
が
め
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

五
　
オ
ロ
カ
と
オ
ロ
ソ
カ
の
比
較
考
察
（
1
）

　
ま
ず
、
意
味
内
容
に
と
ら
わ
れ
ず
、
単
純
に
、
オ
ロ
カ
お
よ
び

オ
ロ
ソ
カ
の
総
用
例
数
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
前
号
の
「
オ
ロ
カ
と
オ
ロ

ソ
カ
」
　
（
そ
の
三
）
の
と
こ
ろ
で
も
少
し
触
れ
た
が
、
上
代
か
ら

近
世
ま
で
の
主
要
文
学
作
品
に
お
け
る
両
語
の
使
用
頻
度
数
は
、

次
に
記
す
一
覧
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
オ
ロ
カ
の
方
が
、
断
然

オ
ロ
ソ
カ
を
上
回
っ
て
い
る
。
〈
注
1
＞
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さ
て
、
オ
ロ
カ
と
オ
ロ
ソ
カ
の
表
す
意
味
が
す
べ
て
同
じ
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
右
の
表
を
元
に
、
た
だ
ち
に
こ
の
二
語

の
比
較
考
察
を
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
と
も
か
く
時
代
や
ジ

ャ
ン
ル
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
見
て
、
オ
ロ
カ
の
方
が
オ
ロ
ソ
カ

を
数
の
上
で
、
凌
駕
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
ま
た
、
右
に
掲
げ
た
も
の
の
外
、
専
ら
オ
ロ
カ
の
み
が

使
わ
れ
、
オ
ロ
ソ
カ
の
用
例
は
全
く
出
て
来
な
い
と
い
う
作
品
を

挙
げ
て
み
る
と
、
主
な
も
の
だ
け
で
も
、
『
万
葉
集
』
『
大
和
物

語
』
『
落
窪
物
語
』
『
蜻
蛉
日
記
』
『
枕
草
子
』
『
和
泉
式
部
日

記
』
　
『
狭
衣
物
語
』
『
夜
の
寝
覚
』
『
浜
松
中
納
一
言
曼
悶
』
『
堤

中
納
言
物
語
』
『
今
鏡
』
『
今
昔
物
語
集
』
『
水
鏡
』
『
と
り
か

へ
ば
や
物
語
』
『
古
本
説
話
集
』
『
保
元
物
語
』
『
曽
我
物
語
』

『
義
経
記
』
『
御
伽
草
子
』
『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
』
『
雨
月
物
語
』

『
浮
世
床
』
な
ど
、
非
常
に
多
く
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
要
す
る
に
、
オ
ロ
カ
と
オ
ロ
ソ
カ
は
比
較
す
る
の
が
た
め
ら
わ

れ
る
く
ら
い
、
使
用
度
数
に
開
き
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
れ
で
は
続
い
て
、
類
似
し
た
意
味
を
表
す
オ
ロ
カ
と
オ
ロ
ソ

カ
の
用
法
上
の
差
に
つ
い
て
、
細
か
く
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
が
、

そ
の
前
に
、
こ
れ
ま
で
オ
ロ
カ
・
オ
ロ
ソ
カ
を
ど
の
よ
う
に
意
味

分
類
し
て
来
た
の
か
、
用
例
を
挙
げ
な
が
ら
ふ
り
返
っ
て
み
る
こ

と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
、
オ
ロ
カ
の
方
か
ら
な
が
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
語
は
、
そ
の
用
法
か
ら
見
て
、
左
の
六
グ
ル
ー
プ
に
分
類

し
て
考
え
て
み
た
。

1
「
疎
」
・
…
い
い
加
減
で
あ
る
、
疎
略
で
あ
る

上
代
か
ら
近
世
ま
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
時
代
が
下
る
に

つ
れ
て
、
用
例
数
は
減
少
し
て
来
る
。
ま
た
、
形
式
的
に

は
、
左
記
の
例
文
の
い
く
つ
か
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

下
に
否
定
表
現
を
伴
っ
た
り
、
反
語
文
中
で
用
い
ら
れ
た

り
、
仮
定
の
意
味
を
示
す
場
合
が
多
い
。

o
お
ろ
か
に
（
於
呂
可
ホ
）
そ
わ
れ
は
思
ひ
し
乎
敷
（
を
ふ
）

の
浦
の
荒
磯
の
め
ぐ
り
見
れ
ど
飽
か
ず
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
葉
集
・
巻
十
八
・
四
〇
四
九
）

o
お
と
ど
御
座
ひ
き
つ
く
ろ
は
せ
な
ど
し
給
ふ
御
用
意
お
ろ

か
な
ら
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
（
源
氏
物
語
・
藤
裏
葉
）

o
観
音
ノ
助
ケ
給
ハ
ム
ニ
将
二
愚
ナ
ラ
ム
ヤ
ハ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
昔
物
語
集
・
巻
十
六
ノ
九
）

o
こ
の
人
の
御
心
お
ろ
か
に
あ
は
あ
は
し
か
ら
ま
し
か
ば
、

い
か
に
胸
い
た
か
ら
ま
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
り
か
へ
ば
や
物
語
・
下
）

o
お
ろ
か
に
は
あ
ら
ぬ
涙
の
袖
の
上
に
秋
お
く
露
や
玉
は
な
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1
1

す
ら
ん
　
　
　
　
（
続
後
拾
遺
・
巻
十
五
・
一
〇
二
二
）

o
わ
つ
か
に
二
つ
の
矢
師
の
前
に
て
一
つ
を
お
ろ
か
に
せ
ん

と
思
は
ん
や
。
　
　
　
　
　
　
（
徒
然
草
・
九
十
二
段
）

o
「
御
辺
の
父
の
卿
は
大
小
事
申
あ
は
せ
し
人
な
れ
ば
、
捌

う
か
に
思
ひ
奉
ら
ず
。
　
　
　
　
（
平
家
物
語
・
巻
三
）

o
た
と
ひ
行
お
ろ
か
な
り
と
い
へ
ど
も
廻
向
甚
深
な
れ
ば
皆

其
の
願
ひ
を
遂
ぐ
。
　
　
　
　
　
（
発
心
集
・
七
ノ
三
）

o
い
つ
れ
も
嘆
き
の
を
う
か
な
こ
と
わ
ご
ざ
ら
な
ん
だ
れ
ど

も
・
・
…
　
　
　
　
　
　
　
（
天
草
本
平
家
・
巻
一
）

o
こ
れ
ぞ
よ
し
や
、
難
波
の
大
寺
に
た
た
せ
給
ふ
愛
染
明
王
、

役
者
お
ろ
か
な
ら
ず
祈
り
て
・
・
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
鶴
・
男
色
大
鑑
・
巻
四
）

「
疎
」
・
…
「
言
ヘ
バ
オ
ロ
カ
ナ
リ
」
式
の
慣
用
句

〇
六
月
に
な
り
ぬ
れ
ば
音
も
せ
ず
な
り
ぬ
る
、
す
べ
て
い
ふ

も
お
ろ
か
な
り
。
　
　
　
　
　
　
（
枕
草
子
・
四
十
一
段
）

o
行
末
ま
で
の
御
有
様
申
も
を
う
か
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
鏡
・
巻
三
）

o
怖
（
オ
ソ
ロ
）
シ
ト
云
ヘ
バ
愚
也
ヤ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
昔
物
語
集
・
巻
十
ニ
ノ
ニ
十
八
）

o
院
中
の
騒
ぎ
中
々
申
す
も
を
う
か
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
御
伽
草
子
・
文
正
さ
う
し
）

〇
十
善
帝
位
の
御
果
報
、
申
す
も
な
か
な
か
を
う
か
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
家
物
語
・
巻
十
一
）

o
に
ぎ
や
か
さ
申
も
お
ろ
か
な
事
で
ご
ざ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
狂
言
。
大
名
。
ぼ
Σ
が
し
ら
）

o
「
絵
入
読
本
な
ら
ば
身
毛
も
い
よ
だ
つ
ば
か
り
に
て
怖
し

な
ど
も
お
ろ
か
な
り
。
　
　
　
（
浮
世
床
・
二
編
巻
之
上
）

「
…
と
言
ふ
も
オ
ロ
カ
な
り
」
　
「
・
。
・
と
申
す
も

オ
ロ
カ
な
り
」
な
ど
の
慣
用
句
と
し
て
用
い
ら
れ
、
　
「
ま

だ
言
葉
が
十
分
で
な
い
さ
ま
」
　
「
表
現
し
き
れ
な
い
さ
ま
」

を
表
す
も
の
。
中
古
で
現
れ
、
近
世
ま
で
質
量
共
に
非
常

に
多
く
出
て
来
る
の
で
、
1
の
「
疎
」
か
ら
派
生
し
た
も

の
で
は
あ
る
が
、
一
グ
ル
ー
プ
と
し
て
別
に
立
て
た
。

m
「
愚
」
O
　
　
　
●
　
　
　
●

・
①
知
恵
が
足
り
な
い
、
愚
鈍
で
あ
る

古
く
か
ら
使
わ
れ
て
は
い
る
が
、
上
代
・
中
古
の
作
品
で

は
用
例
数
が
少
な
い
。
中
世
に
入
る
と
、
非
常
に
頻
繁
に

出
て
来
る
よ
う
に
な
り
、
近
世
を
経
て
、
現
代
で
も
多
用

さ
れ
て
い
る
。

43



o
相
共
に
賢
愚
（
カ
シ
コ
ク
ヲ
ロ
カ
ナ
ル
コ
ト
・
北
野
本
訓
）

鎖
（
み
み
か
ね
）
の
端
な
き
が
如
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
書
紀
・
推
古
天
皇
十
二
年
）

o
「
若
シ
覚
リ
明
ラ
ム
ル
心
無
ク
ハ
常
二
愚
カ
ニ
可
暗
シ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
宝
絵
詞
・
上
）

o
本
性
の
お
ろ
か
な
る
に
そ
へ
て
子
の
道
の
闇
に
た
ち
ま
じ

り
：
・
：
　
　
　
　

（
源
氏
物
語
・
若
菜
上
）

o
其
ノ
検
非
違
使
極
テ
愚
也
ケ
ル
者
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
此
易
藷
集
・
巻
二
十
九
ノ
十
五
）

o
お
ろ
か
な
る
人
と
い
ふ
と
も
か
し
こ
き
犬
の
心
に
お
と
ら

ん
や
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徒
然
草
・
百
七
十
四
段
）

o
時
に
臨
み
て
に
は
か
に
難
き
題
を
た
ま
は
せ
て
．
つ
ち
、
つ
ち

詩
を
作
ら
せ
歌
を
詠
ま
せ
て
、
賢
く
愚
か
な
り
と
御
覧
じ

わ
く
に
・
・
…
　
　
　
　
　
　
　
（
増
鏡
・
巻
十
三
）

o
ス
ヘ
テ
賢
人
モ
万
慮
一
二
失
ア
リ
。
愚
ナ
ル
モ
ノ
モ
千
慮

　
一
二
徳
ア
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
訓
抄
・
上
）

o
賢
人
ノ
愚
カ
ニ
シ
テ
イ
ル
ハ
罪
ヲ
恐
ル
ル
ニ
依
．
．
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
毛
詩
抄
・
一
八
）

o
色
道
に
お
ぼ
れ
若
死
の
人
こ
そ
愚
な
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
鶴
・
好
色
一
代
女
・
巻
一
）

o
愚
な
る
も
の
を
駿
遠
に
て
ひ
ゃ
う
た
く
れ
と
い
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
海
道
中
膝
栗
毛
・
二
編
上
）

m
「
愚
」
・
…
②
つ
ま
ら
な
い
、
く
だ
ら
な
い

中
世
に
な
っ
て
現
れ
た
用
法
で
、
近
世
作
品
に
も
出
て
は

来
る
が
、
使
用
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
形
式
的
に
は

会
話
文
中
の
感
嘆
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。

o
「
お
ろ
か
に
も
問
ふ
か
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
治
拾
遺
物
語
・
八
ノ
四
）

o
「
お
ろ
か
の
殿
の
仰
言
か
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
御
伽
草
子
・
あ
き
み
ち
）

o
「
あ
ら
愚
の
仰
や
候
。
　
　
　
　
（
謡
曲
・
賀
茂
物
狂
）

o
「
い
か
や
う
な
る
者
ぞ
と
は
お
ろ
か
な
る
と
ひ
言
か
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
狂
言
・
脇
・
ゑ
び
す
大
黒
）

o
「
愚
な
る
事
を
由
人
か
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
鶴
・
男
色
大
鑑
・
巻
二
）

m
「
愚
」
・
…
③
未
熟
で
あ
る
、
下
手
で
あ
る

「
愚
」
の
①
が
理
解
力
・
判
断
力
に
お
い
て
劣
っ
て
い
る

こ
と
を
示
す
の
に
対
し
、
技
術
的
未
熟
さ
を
表
し
て
い
る
。
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中
世
で
出
て
来
て
、
近
世
作
品
に
も
使
わ
れ
て
は
い
る
が
、

数
量
的
に
は
少
な
い
。

o
く
び
く
》
る
も
の
ど
つ
く
も
し
ぬ
る
に
お
ろ
か
の
有
物
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
近
松
・
心
中
天
の
網
島
）

o
か
し
こ
き
人
の
こ
の
芸
に
お
ろ
か
な
る
を
見
て
、
己
が
智

に
及
ば
ず
と
定
め
て
・
・
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徒
然
草
・
百
九
十
三
段
）

o
も
と
よ
り
不
足
な
る
手
な
る
を
、
愚
か
な
る
下
地
に
交
ふ

れ
ば
・
・
…
　
　
　
　
　
　
　
（
世
阿
弥
・
至
花
道
）

o
武
芸
お
ろ
か
な
ら
ぬ
人
な
り
し
が
・
・
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
鶴
・
男
色
大
鑑
・
巻
四
）

m
「
愚
」
O
　
　
　
●
　
　
　
○

・
④
劣
る
、
足
り
な
い

二
つ
の
も
の
を
並
べ
て
、
そ
の
間
に
優
劣
の
つ
か
な
い
こ

と
を
表
す
も
の
で
、
近
世
に
入
っ
て
初
め
て
見
ら
れ
る
、

特
殊
な
用
法
で
あ
る
。
例
は
少
な
い
。

o
上
隅
の
御
姿
を
見
る
に
い
つ
ぞ
や
清
水
に
て
見
申
せ
し
姫

に
て
は
無
し
。
さ
て
い
つ
れ
愚
な
ら
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仮
名
草
子
・
恨
の
介
・
下
）

o
牡
丹
・
芙
蓉
の
色
を
あ
ら
そ
ふ
、
い
つ
れ
愚
な
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
鶴
・
男
色
天
鑑
・
巻
六
）

　
以
上
、
オ
ロ
カ
に
つ
い
て
は
合
計
六
つ
に
分
け
て
考
え
て
来
た
。

続
い
て
、
オ
ロ
ソ
カ
の
方
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
オ
ロ
ソ

カ
は
「
疎
」
の
意
味
だ
け
で
、
　
「
愚
」
を
表
す
こ
と
は
な
く
、
お

お
む
ね
、
左
の
よ
う
に
五
つ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

1

透
き
間
が
多
い
、
ま
ば
ら
な

歯
・
籠
・
雲
・
葉
な
ど
、
本
来
密
な
状
態
に
あ
る
は
ず
の

も
の
が
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
透
き
間
が
出
来
た
時
に
使

う
も
の
で
、
例
は
非
常
に
少
な
い
が
、
時
代
的
に
は
長
く

見
え
て
い
る
。

o
「
若
し
輕
み
咲
（
わ
ら
）
ふ
者
有
ら
ば
、
當
（
ま
さ
）
に

世
々
に
牙
歯
疎
（
オ
ロ
ソ
カ
）
二
鋏
け
、
庸
醜
く
鼻
平
み
、

手
脚
線
戻
（
モ
ト
）
リ
テ
眼
目
（
め
）
角
昧
（
ス
ガ
メ
）

二
な
る
べ
し
。
」
と
い
ふ
は
・
・
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
霊
異
記
・
上
ノ
十
九
）

o
若
菜
を
お
ろ
そ
か
な
る
籠
に
入
れ
て
・
・
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
氏
物
語
・
手
習
）
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H

o
秋
ナ
レ
バ
柳
モ
葉
ガ
躁
ニ
シ
テ
サ
ピ
サ
ビ
ト
ア
リ
テ
．
．

　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
華
若
木
詩
抄
・
中
）

簡
素
な
、
粗
末
な
、
み
す
ぼ
ら
し
い

1
の
オ
ロ
ソ
カ
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
、
設
備
・
飾
り
つ

け
・
調
度
・
食
物
な
ど
の
ほ
か
、
抽
象
的
な
も
の
ま
で
も

対
象
に
し
て
い
る
。
上
代
か
ら
中
世
ま
で
長
期
間
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
用
例
数
は
少
な
い
。

o
「
臣
（
や
つ
か
れ
）
既
（
す
で
）
に
不
敏
（
を
さ
な
）
し
。

當
（
ま
さ
）
に
復
（
ま
た
）
何
を
か
言
（
ま
う
）
さ
む
。

但
し
、
其
の
葬
事
（
の
ち
の
わ
ざ
）
は
輕
易
（
お
ろ
そ
か
）

な
る
を
用
（
も
ち
）
ゐ
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
書
紀
・
天
智
天
皇
八
年
十
月
）

o
御
し
つ
ら
ひ
な
ど
も
い
と
お
ろ
そ
か
に
事
そ
ぎ
て
さ
び
し

く
物
心
ぼ
そ
げ
に
し
め
や
か
な
れ
ば
・
…
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
氏
物
語
・
幻
）

o
わ
つ
か
に
お
ろ
そ
か
な
る
自
屋
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
法
眼
藏
・
行
持
上
）

o
椅
盧
（
い
ろ
）
の
御
所
の
さ
ま
な
ど
板
敷
を
さ
げ
、
葦
の

御
簾
を
か
け
て
布
の
帽
額
（
も
か
う
）
あ
ら
あ
ら
し
く
御

調
度
ど
も
お
ろ
そ
か
に
・
・
．
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徒
然
草
・
二
十
八
段
）

o
平
治
に
も
ま
た
親
類
を
捨
て
て
参
ら
れ
た
れ
ど
も
恩
賞
わ

こ
れ
ま
た
を
う
そ
か
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
草
本
平
家
物
語
・
巻
二
）

m
　
そ
っ
け
な
い
、
冷
淡
な
、
よ
そ
よ
そ
し
い

人
間
同
士
の
対
処
の
仕
方
に
つ
い
て
、
そ
の
関
係
が
よ
そ

よ
そ
し
い
時
に
使
う
も
の
で
、
上
代
か
ら
近
世
ま
で
平
均

し
て
見
ら
れ
る
。

o
「
汝
（
い
ま
し
）
若
し
国
神
（
く
に
つ
か
み
）
を
以
（
も
）

て
妻
と
せ
ば
吾
（
わ
れ
）
猶
（
な
ほ
）
汝
（
い
ま
し
）
を

疏
（
オ
ロ
ソ
カ
ナ
ル
・
山
城
向
神
社
所
蔵
本
訓
）
心
有
り

と
謂
（
お
も
）
は
む
。
　
　
　
（
日
本
書
紀
・
神
代
下
）

o
ヲ
ヤ
ヲ
ミ
チ
ヒ
ク
子
ノ
心
サ
シ
今
日
争
カ
オ
ロ
ソ
カ
ナ
ラ

ム
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
宝
絵
詞
・
下
）

o
む
か
し
の
お
と
こ
よ
り
も
む
ま
れ
け
る
ち
、
の
こ
と
は
、

を
う
そ
か
に
お
ほ
ゆ
る
こ
と
は
り
に
ま
け
て
・
．
．
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
唐
物
語
・
二
十
三
）

o
銀
（
か
ね
）
遣
ふ
客
を
を
う
そ
か
に
し
て
、
不
断
隙
（
ひ
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ま
）
で
暮
す
は
…

（
西
鶴
・
好
色
一
代
女
・
巻
一
）

W
　
い
い
加
減
な
、
な
お
ざ
り
な
、
疎
略
な

こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
オ
ロ
ソ
カ
は
各
時
代
を
通
し
て

量
的
に
も
っ
と
も
多
い
。
そ
の
対
象
も
非
常
に
広
範
囲
で
、

形
式
的
に
は
、
左
に
記
す
い
く
つ
か
の
例
で
わ
か
る
よ
う

に
、
下
に
打
ち
消
し
の
語
を
伴
う
場
合
が
多
い
。

o
か
づ
ら
き
の
お
ほ
き
み
を
み
ち
の
お
く
へ
遣
は
し
た
り
け

る
に
、
国
の
つ
か
さ
、
事
お
ろ
そ
か
な
り
と
て
饗
応
（
ま

う
け
）
な
ど
し
た
り
け
れ
ど
、
す
さ
ま
じ
か
り
け
れ
ば
、

采
女
な
り
け
る
女
の
大
器
（
か
は
ら
け
）
と
り
て
よ
め
る

な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
今
和
歌
集
・
仮
名
序
）

o
「
内
蔵
寮
、
穀
倉
院
な
ど
公
事
に
仕
う
ま
つ
れ
る
、
お
ろ

そ
か
な
る
事
も
ぞ
。
　
　
　
　
　
（
源
氏
物
語
・
桐
壷
）

o
公
事
を
》
う
そ
か
に
し
狩
を
の
み
せ
は
こ
そ
は
罪
は
あ
ら

め
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
鏡
・
道
長
）

o
心
ア
ラ
ン
人
冥
土
ノ
用
意
オ
ロ
ソ
カ
ナ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
沙
石
集
・
巻
七
）

o
老
い
ぬ
る
人
は
精
神
お
と
ろ
へ
淡
く
お
ろ
そ
か
に
し
て
、

感
じ
う
ご
く
所
な
し
。
　
　
　
（
徒
然
草
・
百
七
十
二
段
）

o
か
や
う
の
習
道
疎
か
な
ら
ば
道
も
絶
え
ぬ
べ
き
か
と
芸
心

の
及
ぶ
所
を
大
か
た
申
す
の
み
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
世
阿
弥
・
至
花
道
）

o
凡
兆
に
は
一
句
僅
に
十
七
字
、
一
字
も
お
ろ
そ
か
に
置
べ

か
ら
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
去
来
抄
）

V
　
劣
る
、
よ
く
な
い
、
す
ぐ
れ
な
い

W
の
オ
ロ
ソ
カ
か
ら
派
生
し
た
意
味
で
、
調
査
し
た
限
り

で
は
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
初
め
て
出
て
来
る
。
中
世

の
作
品
に
は
散
見
す
る
が
、
近
世
に
な
る
と
、
も
う
見
当

た
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
用
例
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

o
前
生
の
運
お
ろ
そ
か
に
し
て
身
に
過
た
る
は
利
生
に
あ
つ

か
ら
ず
。
　
　
　
　
　
（
宇
治
拾
遺
物
語
・
四
ノ
一
二
）

o
を
う
そ
か
な
る
あ
ち
は
ひ
、
を
ち
ふ
れ
た
る
こ
ろ
も
に
は

し
ん
い
の
思
ひ
あ
さ
か
ら
す
。
　
　
　
（
閑
居
友
・
上
）

o
供
養
ま
こ
と
な
ら
ざ
れ
ば
、
功
徳
お
ろ
そ
か
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
法
眼
藏
・
供
養
諸
佛
）

o
下
地
疎
か
な
れ
ば
、
許
す
事
か
な
は
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
世
阿
弥
・
花
鏡
）
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o
年
ヨ
リ
タ
レ
バ
弥
々
躁
カ
ニ
ナ
ル
ソ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
華
若
木
詩
抄
・
上
）

右
の
よ
う
に
、
オ
ロ
ソ
カ
に
つ
い
て
は
、
五
つ
の
意
味
に
分
け

て
考
え
て
来
た
。

　
以
上
、
オ
ロ
カ
・
オ
ロ
ソ
カ
そ
れ
ぞ
れ
例
文
を
挙
げ
て
、
概
観

し
て
来
た
が
、
こ
こ
で
も
う
一
度
わ
か
り
易
い
よ
う
に
、
分
類
し

た
意
味
だ
け
を
、
記
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

オ
ロ
カ

I
I
I
1II

オ
ロ
ソ
カ
　
ー

　
　
　
　
　
H

　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
V

　
い
い
加
減
で
あ
る
、
疎
略
で
あ
る

　
「
言
ヘ
バ
オ
ロ
カ
ナ
リ
」
式
の
慣
用
句

①
知
恵
が
足
り
な
い
、
愚
鈍
で
あ
る

②
つ
ま
ら
な
い
、
く
だ
ら
な
い

③
未
熟
で
あ
る
、
下
手
で
あ
る

④
劣
る
、
足
り
な
い

透
き
間
が
多
い
、
ま
ば
ら
な

簡
素
な
、
粗
末
な
、
み
す
ぼ
ら
し
い

そ
っ
け
な
い
、
冷
淡
な
、
よ
そ
よ
そ
し
い

い
い
加
減
な
、
疎
略
な

劣
る
、
よ
く
な
い
、
す
ぐ
れ
な
い

　
さ
て
、
こ
れ
ら
を
比
較
し
て
な
が
め
て
み
る
と
、
ま
ず
オ
ロ
カ

の
H
お
よ
び
m
は
オ
ロ
カ
独
自
の
用
法
で
あ
っ
て
、
オ
ロ
ソ
カ
に

は
見
出
だ
さ
れ
な
い
。
一
方
、
オ
ロ
ソ
カ
の
I
H
V
は
オ
ロ
ソ
カ

の
み
に
現
れ
、
オ
ロ
カ
の
方
に
は
出
て
来
な
い
。

　
ま
た
、
オ
ロ
カ
の
m
④
と
オ
ロ
ソ
カ
の
V
は
意
味
が
似
て
い
る

が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
オ
ロ
カ
m
④
が
き
わ
め
て
類
型
化
し
た

特
殊
な
用
法
で
、
オ
ロ
ソ
カ
V
と
の
共
通
性
は
見
出
し
難
い
。

　
と
な
る
と
、
共
に
類
似
し
た
意
味
を
有
し
、
比
較
の
対
象
と
な

り
得
る
の
は
、
オ
ロ
カ
の
ー
と
オ
ロ
ソ
カ
の
m
お
よ
び
W
で
あ
る
。

　
た
だ
、
オ
ロ
ソ
カ
の
m
の
「
そ
っ
け
な
い
、
冷
淡
な
、
よ
そ
よ

そ
し
い
」
を
表
す
も
の
は
、
実
は
、
オ
ロ
カ
の
考
察
の
際
に
は
、

わ
ざ
わ
ざ
こ
れ
を
別
に
し
て
考
え
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
意
味
群

は
オ
ロ
カ
の
ー
に
含
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
考
察
に
当
た
っ
て
は
、
オ
ロ
ソ
カ
の
よ

う
に
、
オ
ロ
カ
の
ー
を
、
　
「
そ
っ
け
な
い
、
冷
淡
な
、
よ
そ
よ
そ

し
い
」
と
「
い
い
加
減
で
あ
る
、
疎
略
で
あ
る
」
の
二
つ
に
分
け

て
、
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
そ
れ
で
は
ま
ず
、
今
回
の
調
査
で
、
私
が
参
考
に
し
た
上
代
か

ら
近
世
ま
で
の
六
十
有
余
の
作
品
の
う
ち
、
右
の
二
つ
の
意
味
、

す
な
わ
ち
「
そ
っ
け
な
い
、
冷
淡
な
、
よ
そ
よ
そ
し
い
」
と
「
い

い
加
減
な
、
疎
略
で
あ
る
」
が
オ
ロ
カ
、
オ
ロ
ソ
カ
の
両
方
で
使

用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
左
に
表
示
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
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大
　
　
　
　
　
　
鏡

紫
式
部
日
記

源
氏
物
語

宇
津
保
物
語

竹
取
物
語

古
今
和
歌
集

作
品
名

二 ○
三
六 八 三 ○

五 一
空 毛 二 一

菖
力

○ ○ 一 五 一 ○

一 ＿’ 三 一 ○ 一

言
劣

　
比
較
し
て
そ
の
用
法
を
検
討
す
る
に
は
、
同
一
作
品
中
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
か
を
見
る
の
が
、
き
わ

め
て
妥
当
な
方
法
だ
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　
表
は
、
オ
ロ
カ
、
オ
ロ
ソ
カ
と
も
上
段
の
数
字
が
「
そ
っ
け
な

い
、
冷
淡
な
、
よ
そ
よ
そ
し
い
」
の
意
味
を
表
す
も
の
、
下
段
の

方
は
「
い
い
加
減
な
、
疎
略
で
あ
る
」
の
意
味
に
取
れ
る
用
例
数

を
示
し
て
い
る
。

近
　
　
松
　
　
作
品

西
　
　
鶴
　
　
作
品

天
草
本
平
家

徒
然
草

沙
石
集

十
訓
抄

平
家
物
語

発
心
集

○ ○ ○ ○ 一
○ ○

一 四 一

一 二 一 二
六 三 一 三 五

三

○ 二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一

二 一 五 二 一 幽一 八 一 一
○
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右
の
表
で
わ
か
る
よ
う
に
、
同
義
の
オ
ロ
カ
と
オ
ロ
ソ
カ
が
使

用
さ
れ
て
い
た
作
品
は
、
わ
ず
か
士
ハ
個
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今

回
の
調
査
に
あ
た
っ
て
参
考
に
し
た
作
品
全
体
の
三
分
の
一
に
も

満
た
な
い
。

　
た
だ
、
量
的
に
少
な
い
と
は
言
え
、
こ
れ
ら
士
ハ
作
品
は
、
時

代
的
に
は
長
期
間
に
わ
た
り
、
ま
た
、
ジ
ャ
ン
ル
で
い
う
と
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
も
の
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
総
用
例
数
に
開
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
オ
ロ
カ
と
オ
ロ
ソ
カ
で

は
、
数
量
の
差
が
如
実
に
現
れ
て
来
て
い
る
こ
と
は
仕
方
が
な
い

が
、
と
も
か
く
同
じ
意
味
を
表
す
の
に
、
な
ぜ
、
同
一
作
品
中
で

一
方
は
オ
ロ
カ
に
し
、
も
う
一
方
は
オ
ロ
ソ
カ
に
し
た
の
か
、
そ

の
使
い
分
け
の
有
無
を
、
作
品
ご
と
に
吟
味
し
て
行
く
こ
と
に
し

た
い
。

　
な
お
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
異
文
が
あ
る
か
ど
う
か
と

い
う
点
に
な
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
例
に
つ
き
校
異
を
調
べ

て
み
た
と
こ
ろ
、
若
干
の
異
文
が
見
ら
れ
た
。

　
特
に
左
に
記
す
作
品
で
は
、
オ
ロ
カ
も
し
く
は
オ
ロ
ソ
カ
の
例

が
一
つ
し
か
な
い
上
に
、
異
文
が
出
て
来
る
の
で
、
用
例
と
し
て

採
用
す
る
に
は
、
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
ま
ず
、
『
古
今
和
歌
集
』
で
あ
る
が
、
一
例
し
か
な
い
オ
ロ
ソ

カ
は
、
先
述
の
よ
う
に
「
か
づ
ら
き
の
お
ほ
き
み
を
み
ち
の
お
く

へ
遣
は
し
た
り
け
る
に
、
国
の
つ
か
さ
事
お
ろ
そ
か
な
り
と
て
．

・
…
」
と
い
う
仮
名
序
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
部
分
、
伝
俊
頼
筆
巻
子
本
や
右
衛
門
切
、
崇

徳
天
皇
御
本
な
ど
の
『
古
今
和
歌
集
』
で
は
、
オ
ロ
ソ
カ
が
オ
ロ

カ
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
『
大
鏡
』
の
オ
ロ
ソ
カ
の
場
合
は
、
こ
れ
も
す
で
に
記

し
た
が
、
　
「
公
事
を
、
う
そ
か
に
し
、
狩
を
の
み
せ
は
こ
そ
は
罪

は
あ
ら
め
」
と
い
う
例
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
こ
も
異
文
が
見
ら

れ
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
の
古
活
字
本
や
整
版
本
で
は
オ
ロ
ソ
カ
が
オ

ロ
カ
で
出
て
来
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
『
平
家
物
語
』
の
オ
ロ
ソ
カ
は
左
に
記
す
よ
う
な

例
で
あ
っ
た
。

o
又
国
家
を
祈
奉
る
事
お
ろ
そ
か
な
ら
ず
。
　
　
（
巻
・
二
）

右
の
オ
ロ
ソ
カ
は
、
高
良
神
社
本
と
龍
門
文
庫
本
で
は
オ
ロ
カ

と
書
か
れ
て
い
る
。

　
続
い
て
、
『
沙
石
集
』
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
作
品
で

は
、
　
「
い
い
加
減
で
あ
る
、
疎
略
で
あ
る
」
の
意
味
を
有
す
る
オ

ロ
カ
が
、
左
に
記
す
一
例
し
か
出
て
来
な
い
。

o
眞
言
ノ
功
能
ハ
ヲ
ロ
カ
ナ
川
事
ナ
シ
。
　
　
（
巻
ニ
ノ
八
）
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右
の
例
は
、
慶
長
古
活
字
十
二
行
本
の
本
文
で
あ
る
が
、
こ
の

オ
ロ
カ
の
部
分
が
、
梵
舜
本
で
は
オ
ロ
ソ
カ
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
こ
こ
に
挙
げ
た
合
計
四
つ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
各
一

例
し
か
な
い
オ
ロ
カ
も
し
く
は
オ
ロ
ソ
カ
に
異
文
が
見
ら
れ
る
の

で
、
い
ず
れ
も
確
か
な
も
の
と
は
言
い
難
く
、
研
究
の
対
象
か
ら

は
外
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
必
ず
し
も
、
異
文
が
出
て
来
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
以
下
、
残
っ
た
十
二
作
品
に
つ
い
て

な
る
べ
く
多
く
の
例
に
当
た
り
な
が
ら
、
出
来
る
だ
け
詳
細
に
、

オ
ロ
カ
と
オ
ロ
ソ
カ
の
用
法
の
違
い
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た

い
。
　
し
か
し
、
い
か
ん
せ
ん
、
今
号
は
、
こ
れ
ま
で
調
べ
て
来
た
オ

ロ
カ
と
オ
ロ
ソ
カ
の
意
味
・
用
法
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
で
、

だ
い
ぶ
紙
数
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
ま
ま
、
考
察
を
重
ね

て
い
く
と
、
ま
だ
ま
だ
頁
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
そ
う
な
の
で
、

不
本
意
な
が
ら
、
今
回
は
い
っ
た
ん
こ
こ
で
筆
を
置
く
こ
と
に
し
、

次
号
で
、
　
「
五
　
オ
ロ
カ
と
オ
ロ
ソ
カ
の
比
較
考
察
（
2
）
」
と

し
て
、
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
と
も
あ
れ
、
オ
ロ
カ
と
オ
ロ
ソ
カ
は
、
同
じ
オ
ロ
が
つ
い
て
い

て
も
、
『
類
聚
名
義
抄
』
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ

う
に
、
オ
ロ
カ
の
方
が
上
上
、
オ
ロ
ソ
カ
の
方
は
平
平
と
記
さ
れ

て
い
て
、
同
根
の
語
と
は
決
し
て
考
え
ら
れ
な
い
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ロ
カ
も
オ
ロ
ソ
カ
も
「
い
い
加
減
で
あ

る
、
疎
略
で
あ
る
」
そ
れ
に
「
そ
っ
け
な
い
、
冷
淡
な
、
よ
そ
よ

そ
し
い
」
の
同
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
間

に
、
何
か
微
妙
な
使
い
分
け
が
存
し
て
い
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な

い
。
両
語
の
語
源
迫
究
も
兼
ね
て
、
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
、
次
回

で
も
う
一
度
詳
し
く
眺
め
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

〈
　
注
1
　
＞
各
作
品
の
底
本
に
つ
い
て
は
、
先
の
号
（

「
学
習
院
大
学
上
代
文
学
研
究
」
第
1
7
お
よ

び
1
8
号
）
に
記
し
た
の
で
、
省
略
す
る
。

ま
た
、
数
字
は
一
回
数
え
た
だ
け
な
の
で
、

あ
る
い
は
少
し
増
減
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

旨
、
断
っ
て
お
く
。
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